
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

里庄町立里庄東幼稚園・里庄町立里庄西幼稚園 

里庄町立里庄東小学校・里庄町立里庄西小学校 

里庄町立里庄中学校施設 

個別施設計画 

＝概要版＝ 

里 庄 町 



第 1章 策定の背景、目的と位置付け                              

１ 背景                                           

①人口の減少や高齢人口の増加により、公共施設のあり方やニーズの変化が起きている。 

②財政面でも人口減少に伴う町税収の伸び悩み。 

③少子高齢化が進むことに伴い、社会保障関係の扶助費等の義務的経費の増大。 

④学校園の６割を超える建物の築年数が３０年を超えている。 

２ 目的                                           

①学校園を延命化するために、計画的に修繕・改修を行う。 

②修繕・改修に要するコストの削減と支出の平準化図る。 

３ 位置付け                                         

 

 

 

本計画は、総合管理計画と整合性を持つ下位計画

であり、総合管理計画に基づき学校園の具体的な

個別施設計画を定めます。 

 

 

 

４ 計画期間                                         

・２０１９年度から２０２８年度までの１０年間とします。 

（事業の進捗状況や社会情勢の変化を考慮し、５年ごとの見直しを行います。） 

５ 対象施設                                         

 

 

・里庄東幼稚園 

・里庄西幼稚園 

・里庄東小学校 

・里庄西小学校 

・里庄中学校 

２園２小学校１中学校の園舎校舎の主要建物と

します。 

 

 

第２章 学校園の目指す方向性                                    

１ 安全性の確保                                       

法定点検をはじめ、設備機器の定期点検、及び施設管理担当者の日常の維持管理を計画的に進めること

によって学校園施設の安全性を確保します。 

 



２ 地域との連携の確保                                    

・児童の放課後の活動の場所 ・地域の生涯学習の場所 ・地域の防災拠点 ・避難場所 等 

 

第３章 学校園の現状                                      

１ 園児・児童・生徒数等の推移                                 

 

２０１４年から２０１８年までの５年間は、園児・

児童・生徒数は、１００７人から１０２２人とほぼ横

ばいで推移しています。 

 

 

 

 

 

２０１４年から２０１８年までの期間で、園児数は

男児が４０人から５３人、女児が３９人から５２人、

教員数は９人から１２人で推移しています。 

教員数の園児に対する割合は、教員１人に対して園

児７.２人から９.３人で推移しています。 

 

 

 

２０１４年から２０１８年までの期間で、児童数は

男児が３０９人から３４９人、女児が２８８人から３

０８人、教員数は４４人から５２人で推移しています。 

教員数の園児に対する割合は、教員 1人に対して児

童１２.３人から１４.０人で推移しています。 

 

 

 

 

２０１４年から２０１８年までの期間で、生徒数は

男子生徒が１４３人から１５７人、女子生徒が１３２

人から１５７人、教職員数は２６人から３０人で推移

しています。 

教職員数の生徒に対する割合は、教員 1人に対して

生徒９.５人から１１.９人で推移しています。 
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２ 建物現況と修繕費用予測                                   

１．里庄東幼稚園：①配置 ②調査結果 ③今後８０年間の修繕費用の予測              

   

 

８０年間の修繕更新費用の予測２４５,４９８千円です。給排水管の更新を想定しているため機械設備

の金額が多くなっています。 

① 雨樋に草が生えている。 ② 外壁に亀裂がある。

③ 内壁に亀裂がある。 ④ 瞬間給湯器の排気・排熱対策を講じていない。

里庄東幼稚園

棟用途 建築年 構造 階数 延面積(㎡）

管理保育棟 1992 鉄筋コンクリート造 1 498

総合評価 74
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年度別維持保全費用グラフ【工事費】 (単位：千円)

年度別金額累計金額

建築 電気 機械 累計

単位：千円

工 事 費 245,498

―内 訳 建築 63,405 電気設備 10,068 機械設備 172,025 昇降機設備



２．里庄西幼稚園：①配置 ②調査結果 ③今後８０年間の修繕費用の予測              

 

 

８０年間の修繕更新費用の予測２６２,４９１千円です。給排水管の更新を想定しているため機械設備

の金額が多くなっています。 

点数 状態
７５以上 健全な状態又は特に修繕は必要としない不具合の規模 

５０以上７４以下 対象建築部位の部分的な改修・更新、修繕が想定される不具合の規模
２５以上４９以下 対象建築部位の全面的な改修・更新、修繕が想定される不具合の規模

２４以下 解体が妥当

① シーリングが劣化している。 ② 外壁に亀裂がある。

③ 換気扇のカバーに埃が溜まっている。 ④ 瞬間給湯器の排気・排熱対策を講じていない。

里庄西幼稚園

棟用途 建築年 構造 階数 延面積(㎡）

管理保育棟 1992 鉄筋コンクリート造 1 566

総合評価 65
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年度別維持保全費用グラフ【工事費】 (単位：千円)

年度別金額累計金額

建築 電気 機械 累計

単位：千円

機械設備 195,580 昇降機設備

工 事 費 262,491

―内 訳 建築 55,651 電気設備 11,260



３．里庄東小学校：①配置 ②調査結果 ③今後８０年間の修繕費用の予測             

 

８０年間の修繕更新費用の予測３２７,００３千円です。建築は屋上防水、外壁、機械設備は給排水管

の更新等を想定しています。 

① インターロッキングが不陸の状態。 ② 防水層が劣化している。

③ 内壁に亀裂がある。 ④ 漏水跡がある。

里庄東小学校

総合評価 59

点数 状態
７５以上 健全な状態又は特に修繕は必要としない不具合の規模 

５０以上７４以下 対象建築部位の部分的な改修・更新、修繕が想定される不具合の規模
２５以上４９以下 対象建築部位の全面的な改修・更新、修繕が想定される不具合の規模

２４以下 解体が妥当
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教室管理特別教室棟 年度別維持保全費用グラフ【工事費】(単位：千円

)

年度別金額累計金額

建築 電気 機械 累計

単位：千円

工 事 費 327,003

―内 訳 建築 79,367 電気設備 70,600 機械設備 177,036 昇降機設備

棟用途 建築年 構造 階数 延面積(㎡）

教室管理特別教室棟 1974 鉄筋コンクリート造 3 1,113



４．里庄西小学校：①配置 ②調査結果 ③今後８０年間の修繕費用の予測              

 

８０年間の修繕更新費用の予測５４３,３３７千円です。建築は屋上防水、外壁、機械設備は給排水管

の更新等を想定しています。 

 

① 擁壁に亀裂がある。 ② 防水層が膨れている。

③ 流し台の下に漏水がある。 ④ ドレインの周辺に苔が生えて排水を阻害している。

里庄西小学校

棟用途 建築年 構造 階数 延面積(㎡）

管理特別普通教室棟 1984 鉄筋コンクリート造 3 2,340

総合評価 43

点数 状態
７５以上 健全な状態又は特に修繕は必要としない不具合の規模 

５０以上７４以下 対象建築部位の部分的な改修・更新、修繕が想定される不具合の規模
２５以上４９以下 対象建築部位の全面的な改修・更新、修繕が想定される不具合の規模

２４以下 解体が妥当
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管理特別教室棟 年度別維持保全費用グラフ【工事費】 (単位：千円)

年度別金額累計金額

建築 電気 機械 累計

単位：千円

工 事 費 543,337

―内 訳 建築 144,305 電気設備 27,768 機械設備 371,264 昇降機設備



５．里庄中学校：①配置 ②調査結果 ③今後８０年間の修繕費用の予測               

 

８０年間の修繕更新費用の予測４４０,９４０千円です。建築は屋上防水、外壁、機械設備は給排水管

昇降機設備の更新等を想定しています。 

① 花壇の鉄筋が露出している。 ② シーリングが劣化している。

③ 外壁に白華がある。 ④ 天井に漏水跡がある。

里庄中学校

棟用途 建築年 構造 階数 延面積(㎡）

管理特別普通教室棟 1979 鉄筋コンクリート造 3 2,047

総合評価 47

点数 状態
７５以上 健全な状態又は特に修繕は必要としない不具合の規模 

５０以上７４以下 対象建築部位の部分的な改修・更新、修繕が想定される不具合の規模
２５以上４９以下 対象建築部位の全面的な改修・更新、修繕が想定される不具合の規模

２４以下 解体が妥当
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管理特別普通教室棟 年度別維持保全費用グラフ【工事費】 (単位：千円)

年度別金額累計金額

建築 電気 機械 昇降機 累計

単位：千円

直 接 工 事 費 440,940

内 訳 建築 85,770 電気設備 56,254 機械設備 230,434 昇降機設備 68,482



第６章 継続的運用                                       

１ 情報基盤の整備と活用                                    

 劣化点検・調査において把握した建築・設備機器等の不具合の状況、その結果に基づく評価、過去の修

繕履歴、計画値と実績値の差額の検証等をデータベース化し、保管・蓄積します。 

 

２ 推進体制の整備                                     

体制の中で統一的な考え方を持った上で推進する必要があります。そのためには、本町全体で実現のた

めの推進体制の整備が必要と考えています。 

 

３ フォローアップ                                     

見直し期間内で定期的に、計画の進捗状況や目標達成状況を正確に把握します。定期的・法定的な点

検から得られる施設の老朽化に関する状況・評価も同時に考慮し、５年を目途に計画の更新を行いま

す。 

 

※簡易長期修繕ソフトを利用して算出した修繕・更新費用は、建物の用途別に、通常取り付けられるで

あろう設備機器等を想定し、それをもとに㎡単価を決めて算出したものです。この数字は、あくまでも

試算であり、実際には、現地の調査点検で確認する劣化の進行度合いにより、修繕等を実施する年度が

前後する場合があり、修繕を実施する時点での詳細な見積もりにより、金額も増減することが多々あり

ます。 

 


